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表 紙 解 説  

　
過
日
、
東
京
都
心
の
名
刹
で
高
名

な
大
学
人
の
葬
儀
に
参
列
し
た
。
広

い
庭
園
の
遠
く
で
読
経
を
聞
き
な
が

ら
長
蛇
の
列
の
後
、
別
れ
も
一
回
の

お
焼
香
で
と
せ
っ
つ
か
れ
そ
そ
く
さ

と
帰
宅
し
た
。
三
行
の
死
亡
記
事
で

驚
き
駆
け
つ
け
、
告
別
式
で
は
事
情

が
き
け
る
か
と
思
っ
た
が
落
胆
し
た
。

こ
う
い
う
と
き
で
あ
る
。
沖
縄
で
は

こ
う
は
な
ら
な
い
、
と
思
う
の
は
。

　
沖
縄
行
き
の
機
上
で
読
む
新
聞
に

ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
死
亡
広
告

の
ス
ペ
ー
ス
と
そ
の
派
手
さ
。
よ
く

見
る
と
葬
儀
通
知
者
に
は
一
族
郎
党

全
員
か
と
疑
う
ほ
ど
満
載
で
、
全
国

か
ら
兄
弟
姉
妹
ほ
か
親
族
が
参
集
す

る
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。
現
地
視
察

で
墓
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
驚
い
た

の
は
、
三
種
の
神
器
の
電
気
製
品
が

収
ま
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
立
派
な
お

墓
で
あ
る
。
沖
縄
人
の
先
祖
を
敬
う

態
度
は
こ
の
墓
ひ
と
つ
が
物
語
る
よ

う
に
、
東
京
と
沖
縄
の
文
化
の
違
い

が
鮮
烈
で
あ
る
。

　
沖
縄
振
興
政
策
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
時
々
こ
う
し
た
東
京

思
考
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
沖
縄
思
考
で

視
る
複
眼
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
と
得
し
た

よ
う
な
気
分
で
あ
る
。

　
昨
日
も
若
年
雇
用
に
関
す
る
研
究

会
の
席
上
で
全
国
平
均
の
話
を
し
た

あ
と
、
ど
う
し
て
も
沖
縄
思
考
を
紹

介
し
た
く
な
っ
た
。
若
年
雇
用
問
題

で
は
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
う
就
業
の
不

安
定
さ
が
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
無
業
者
の
う

ち
就
職
活
動
も
せ
ず
、
学
校
に
も
い

か
ず
、
家
事
も
し
な
い
、
す
な
わ
ち

ど
こ
に
も
社
会
的
に
登
場
し
な
い
、

顔
の
見
え
な
い
若
者
に
現
在
は
政
策

的
焦
点
が
絞
ら
れ
て
き
た
。
火
付
け

役
は
平
成
十
五
年
度
『
国
民
生
活
白

書
』
（
内
閣
府
）�

で
あ
る
。

　
こ
の
白
書
で
用
い
た
フ
リ
ー
タ
ー

の
定
義
に
よ
る
と
、
現
在
、
十
五
歳

か
ら
三
十
四
歳
ま
で
の
若
年
人
口
中
、

「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
」
の
非

正
規
雇
用
に
、
「
失
業
者
」
と
、
「
無

業
」
（
在
学
中
と
既
婚
女
性
を
除
く
）

の
三
者
合
計
で
み
た
そ
の
数
値
は
四

百
十
七
万
人
（
二
〇
〇
一
年
）
で
、

同
年
齢
層
の
二
十
一
％
に
相
当
す
る
。

た
だ
し
定
義
を
変
え
て
、
派
遣
労
働
・

出
向
や
無
業
か
ら
就
業
意
欲
な
し
を

除
い
た
厚
生
労
働
省
の
定
義
を
用
い

る
と
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
数
は
半
減
す

る
。
将
来
の
日
本
を
支
え
る
若
年
労

働
者
の
五
人
に
一
人
が
フ
リ
ー
タ
ー

で
あ
り
、
無
業
者
に
対
し
て
社
会
的

救
済
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
政

府
に
も
大
き
な
反
省
を
も
た
ら
し
た
。

そ
こ
で
目
下
、
教
育
現
場
や
国
・
地

方
行
政
、
企
業
な
ど
も
こ
の
問
題
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
各
種
の
施
策
が

講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
他
方
で
こ
う
し
た
若
者
の
育
っ
た

家
庭
や
家
族
の
問
題
に
つ
い
て
も
先

の
白
書
で
は
言
及
し
た
。
未
婚
で
非

正
規
雇
用
の
ま
ま
で
い
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
家
族
の
関
心
が
薄
く
、
放
任

し
て
い
る
状
態
を
指
し
て
、
両
親
こ

そ
が
経
済
的
“
寄
生
”
を
招
い
て
い

る
一
因
で
あ
り
、
「
パ
ラ
サ
イ
ト
症

候
群
」
を
生
ん
で
い
る
。
そ
の
う
え

未
婚
で
親
同
居
率
の
高
い
若
者
ほ
ど
、

そ
う
で
な
い
若
者
よ
り
失
業
率
が
高

く
、
フ
リ
ー
タ
ー
も
多
い
こ
と
な
ど

が
判
明
し
た
。

　
さ
て
沖
縄
思
考
に
戻
る
と
沖
縄
の

パ
ラ
サ
イ
ト
は
確
か
に
全
国
よ
り
高

い
（
二
十
〜
三
十
五
歳
、
未
婚
の
親

同
居
率
は
沖
縄
七
十
三
・
五
％
、
全

国
六
十
七
・
二
％
）
。
し
か
し
冒
頭

の
お
墓
文
化
か
ら
み
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
さ
を
考
え
る
と
、
沖
縄
の
人
々

に
と
っ
て
若
者
支
援
は
自
然
な
こ
と

で
あ
る
。
都
会
の
パ
ラ
サ
イ
ト
思
考

に
は
な
じ
ま
な
い
よ
う
に
思
え
る
の

で
あ
る
。

沖縄振興審議会委員
（お茶の水女子大学教授・学長補佐）

篠塚　英子

　梅雨があけると、本格的な

沖縄の夏がやってきます。ガ

ンガンと情け容赦なく照りつ

ける太陽。その光線を照り返

して目に痛いくらいの白い砂

浜──大人なら、真昼のビーチ

は心地よい潮風を受けて、ち

ょっと木陰でひと休みといき

たいところ。ところが子ども

達は、そんなものへっちゃら。

心はもう飛ぶような勢いで、

海めがけてまっしぐら。



安波茶橋へ誘導する東屋と階段

案内板、説明板

整備された「歴史の道」

「ヤチムンの里」トイレ

繁多川公園内休憩所

　
平
成
十
二
年
十
二
月
、
首
里
城
跡
を
は
じ
め
と
し
た
グ
ス
ク
群
と
関
連
遺
産
が
「
琉
球
王

国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
遺
産
群
を
世
界
の
宝
と
し
て
保
護
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
た
め
に
い
か
に
活
用
す

る
か
が
、
沖
縄
の
観
光
振
興
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
な
ど
沖
縄
固
有
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
用

し
、
沖
縄
観
光
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
世
界
遺
産
周
辺
に
点
在
す
る
史
跡
を
復
元
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
観
光
地
を

形
成
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
十
四
年
度
及
び
十
五
年
度
事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
箇
所

を
主
に
取
り
上
げ
、
各
市
町
村
別
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
安
波
茶
橋
は
、
西
暦
一
五
九
七
年
、
尚
寧
王
が
首
里
〜
浦

添
グ
ス
ク
間
を
整
備
し
た
時
に
架
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
ア
ー
チ
式
の
石
橋
で
す
。
先
の
大
戦
に
よ
っ
て
橋
は
破
壊

さ
れ
ま
し
た
が
、
安
波
茶
橋
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
首

里
城
に
訪
れ
た
観
光
客
が
歴
史
の
道
（
中
頭
方
西
海
道
）
を

通
っ
て
安
波
茶
橋
を
渡
り
、
首
里
城
以
前
の
王
城
で
あ
る
浦

添
グ
ス
ク
を
訪
ね
る
こ
と
で
琉
球
王
国
の
歴
史
の
深
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
勝
連
城
跡
は
、
琉
球
国
王
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
有
力

按
司
で
あ
る
阿
麻
和
利
の
居
城
で
し
た
。

　
勝
連
城
は
観
光
客
や
来
訪
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
等
が
十

分
で
は
な
い
た
め
、
本
事
業
に
お
い
て
駐
車
場
等
の
整
備

を
進
め
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
那
覇
市
】

「
安
波
茶
橋
周
辺
整
備
」

【
浦
添
市
】

「
歴
史
の
道
整
備
」

【
中
城
村
】

「
ヤ
チ
ム
ン
の
里
整
備
」

【
読
谷
村
】

「
観
光
案
内
及
び
休
憩
施
設
造
成
」

【
勝
連
町
】

　
識
名
園
は
琉
球
王
家
最
大
の
別
邸
で
、
王
朝
時
代
王
家

一
家
の
保
養
と
外
国
使
臣
の
接
待
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
国
王
家
が
利
用
し
た
順
路
が
「
う
し
ゅ
が

な
し
ぃ
め
ぇ
ま
ー
い
」
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ト
は
識
名
園

と
首
里
城
と
い
う
二
つ
の
世
界
遺
産
を
結
ぶ
、
歴
史
的
に

も
観
光
資
産
と
い
う
観
点
か
ら
も
非
常
に
価
値
の
高
い
ル

ー
ト
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
そ
の
途
上
に
あ
る
繁
多
川
公
園
に
お
い

て
、
同
ル
ー
ト
を
周
遊
す
る
観
光
客
等
の
来
訪
者
が
快
適

に
散
策
で
き
る
よ
う
に
、
眺
望
機
能
の
つ
い
た
休
憩
所
を

整
備
し
ま
し
た
。

「
う
し
ゅ
が
な
し
ぃ
め
ぇ
ま
ー
い

整
備
事
業
」

　
か
つ
て
読
谷
村
で
は
、
座
喜
味
城
を
中
心
に
長
浜
港
と

喜
名
を
結
ぶ
歴
史
、
文
化
資
源
で
あ
る
“
ヤ
チ
ム
ン
”
が

運
搬
さ
れ
た
道
筋
が
開
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遠
く
異
国
と
の
交
易
か
ら
海
上
ル
ー
ト
を
伝
い
、

長
浜
港
か
ら
陸
路
で
島
の
拠
点
で
あ
っ
た
座
喜
味
城
、
喜

名
へ
と
文
化
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
に
関
わ
り
の
深
い
歴
史
的
、
文
化
的
観
光
資

源
で
あ
る
「
ヤ
チ
ム
ン
の
里
」
を
座
喜
味
城
跡
と
一
体
的

に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
世
界
遺
産
　
首
里
城
跡
及
び
識
名
園
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
首
里
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
勝
連
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
中
城
城
跡
関
連
）

（
世
界
遺
産
　
座
喜
味
城
跡
関
連
）

　
中
城
村
の
丘
陵
地
を
通
る
歴
史
の
道
は
「
ハ
ン
タ
（
崖
）

道
」
と
も
呼
ば
れ
、
琉
球
王
朝
時
代
、
首
里
城
と
中
城
城

を
最
短
距
離
（
三
里
）
で
結
ぶ
宿
次
の
道
で
あ
り
、
「
護
佐

丸
・
阿
麻
和
利
の
乱
」
で
首
里
王
府
軍
が
通
っ
た
「
戦
の

道
」
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
上
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
道
で
す
。

　
ま
た
、
西
暦
一
八
五
三
年
五
月
に
ペ
リ
ー
提
督
の
率
い

る
米
国
の
黒
船
艦
隊
が
琉
球
来
島
の
お
り
、
艦
隊
か
ら
派

遣
さ
れ
た
琉
球
奥
地
探
検
隊
一
行
が
西
原
を
経
て
中
城
城

に
至
る
ま
で
の
道
と
し
て
、
こ
の
ハ
ン
タ
道
ル
ー
ト
が
使

わ
れ
、
周
辺
で
目
立
つ
岩
上
に
ペ
リ
ー
が
星
条
旗
を
立
て

た
と
い
わ
れ
る
「
ペ
リ
ー
の
旗
立
岩
」
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
（
写
真
―
説
明
板
の
真
上
に
見
え
る
頂
）

　
本
事
業
に
よ
り
ハ
ン
タ
道
約
三
・
七
km
（
全
体
で
は
六
・

四
km
）
を
石
畳
道
な
ど
で
整
備
、
案
内
板
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
道
筋
に
点
在
す
る
史
跡
、
文
化
財
を
連
結
し
、

豊
か
な
自
然
や
景
観
に
ふ
れ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。



砂糖年度

最低生産者価格

特別措置

農家手取額

6～8

20,190

�220

20,410

�9～10

20,160

260

20,420

�11

20,140

290

20,430

12～13

20,370

80

20,450

14

20,330

140

20,470

�15

20,300

170

20,470

【最低生産者価格等の推移】 （単位：円/t）

6

7

8

9

10

11

12

13

14

48.1

48.1

44.2

31.4

33.4

40.8

41.2

31.1

36.7

12.7

12.7

22.1

44.6

12.1

35.2

34.6

59.1

43.0

39.2

39.2

40.8

24.0

54.5

24.0

24.2

9.8

20.3

13.1

14.3

13.3

14.2

12.9

13.9

13.9

14.7

14.2

【品質の状況（品質取引制度移行後）】

平均
甘しゃ糖度

[度]
年産

甘しゃ糖度区分別比率

13.0度以下
[％]

13.1�～14.4
(基準糖度帯)[％]

14.5度以上
[％]

資料：沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

昭和50年

55年

60年

63年

平成元年

5年

10年

11年

12年

13年

14年

25,100

28,800

32,100

31,000

30,700

23,600

21,600

21,300

21,000

20,700

21,200

19,449

21,100

23,100

21,300

21,000

15,900

13,500

13,500

13,600

13,400

13,900

65.42

61.70

75.40

67.40

84.60

68.10

72.90

71.10

59.40

64.20

58.30

1,272

1,301

1,741

1,437

1,780

1,084

987

959

806

860

811

205

336

374

294

363

221

195

197

166

182

169

35.3

37.3

37.8

36.4

35.1

26.4

20.3

19.6

18.8

18.9

18.7

55

57

61

59

60

60

67

69

72

71

74

【さとうきび生産の推移】

年��産 栽培面積[ha] 収穫面積[ha] 単収[t/ha] 生産量[千t]
粗生産額
[億円]

栽培農家数
[千戸]

1戸当たり
収穫面積[a]

資料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」、沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

区　　分

� 沖 縄 県 � う ち 離 島

全 体 割 合
さとう
きび

全 体

栽培面積(千㌶)

栽培農家戸数(千戸)

農業粗生産額(億円)

37.6

26.2

922

21.2

18.7

169�

56％

71％

18％

割 合
さとう
きび

12.1

10.4

144

7.8

8.5

59�

64％

82％

41％

【さとうきび生産の位置づけ】（平成14年）

資�料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」,
沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

�注：離島の栽培農家戸数の数値は、2000年センサス、
沖縄県「12／13年度さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

　
沖
縄
県
の
農
業
産
出
額
は
、
平
成
八
年
以
降
、
一
千
億
円
を
下
回
り
、
引
続
き
減
少
を

辿
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
大
の
要
因
は
、
干
ば
つ
や
台
風
の
自
然
災
害
、
栽
培
面
積
の
減

少
、
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
生
産
額
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

1�

さ
と
う
き
び
の
位
置

　�
�

及
び
経
済
効
果

3�

さ
と
う
き
び

　�
�

生
産
者
価
格
に
つ
い
て

4�

沖
縄
県
内

�
�

　
製
糖
工
場
に
つ
い
て

2�

生
産
の
動
向

　
今
後
、
農
業
産
出
額
を
「
沖
縄
県

農
林
水
産
業
振
興
計
画
」
で
目
標

と
し
て
い
る
一
千
億
円
に
回
復
さ

せ
る
た
め
に
は
、
野
菜
、
果
樹
、
花

き
及
び
畜
産
の
振
興
と
と
も
に
、

さ
と
う
き
び
の
生
産
額
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
と
う
き
び
は
、
沖
縄
農

業
に
占
め
る
栽
培
面
積
及
び
栽
培

農
家
の
割
合
が
高
く
、
生
産
額
の

増
減
に
よ
る
流
通
販
売
業
界
等
沖

縄
県
経
済
に
与
え
る
波
及
効
果
も

多
大
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
、
離
島
地
域
に
お
い
て
は
最
も

重
要
性
の
高
い
作
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
作
付
面
積
は
下
げ
止
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
十
ａ
当
り
収
量
（
以
下
「
単
収
」

と
い
う
。
）
は
、
一
部
地
域
を
除
き
、
減
少
傾
向

に
あ
り
、
関
係
機
関
に
よ
る
さ
と
う
き
び
生

産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
さ
と
う
き
び
は
、
沖
縄
県
の
栽
培

面
積
の
五
十
六
％
、
農
家
数
の
七
十
一
％
、
農

業
産
出
額
の
十
八
％
と
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
沖
縄
農
業
に
お
け
る
基
幹
作
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
離
島
（
沖
縄
本
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島

を
除
く
離
島
）
に
お
い
て
は
、
栽
培
面
積
の
六

十
四
％
、
農
家
数
の
八
十
二
％
、
農
業
産
出
額

の
四
十
一
％
を
占
め
、
離
島
経
済
に
と
っ
て

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
が
試
算
し
た
さ
と
う
き
び
の
経
済

効
果
は
、
さ
と
う
き
び
生
産
額
に
連
動
し
て

金
融
面
、
生
産
資
材
関
連
及
び
流
通
関
連
事

業
等
へ
四
・
二
九
倍
の
経
済
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
面
積
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

他
作
物
へ
の
転
換
等
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

産
以
降
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
関
係
機
関
の
遊
休
地
解
消
に
向
け
た
取

組
み
、
農
業
生
産
総
合
対
策
事
業
及
び
新
さ

と
う
き
び
・
糖
業
再
活
性
化
事
業
等
の
砂
糖

生
産
振
興
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

平
成
十
一
年
産
以
降
下
げ
止
ま
り
、

平
成
十
四
年
産
で
は
十
三
・
九
千

ha
と
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
元

年
産
以
降
、
収
穫
面
積
の
減
少
等

に
よ
り
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
産
は

増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
平
成
十

四
年
産
で
は
、
台
風
及
び
干
ば
つ

の
影
響
に
よ
り
再
び
減
産
し
、
八
十
一
万
一

千
ト
ン
と
復
帰
後
三
番
目
の
低
生
産
量
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
と
う
き
び
生
産
に
つ
い

て
は
、
気
象
影
響
に
よ
る
変
動
幅
が
大
き
く

不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
等
甘
味
資
源
の
生
産
に
つ
い

て
は
、「
甘
味
資
源
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

農
業
経
営
の
改
善
と
農
家
所
得
の
安
定
、
砂

糖
類
の
自
給
度
の
向
上
等
を
目
的
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
、「
砂
糖
の
価
格

調
整
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
生
産
さ
れ

た
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
毎
年
決
定
さ

れ
る
最
低
生
産
者
価
格
を
基
準
と
し
た
価
格

で
買
取
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
低
生
産
者
価
格
の
算
出
に
つ
い
て
は
、

重
量
を
基
準
と
し
た
価
格
体
系
か
ら
平
成
六

年
産
以
降
甘
し
ゃ
糖
度
（
さ
と
う
き
び
搾
汁

液
に
占
め
る
砂
糖
の
割
合
）
を
重
視
し
た
品

質
取
引
制
度
（
甘
し
ゃ
糖
度
十
三
・
一
度
〜
十

四
・
三
度
を
基
準
糖
度
と
し
糖
度
の
上
下
に

よ
り
価
格
が
変
動
す
る
）
に
移
行
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
十
二
年
十
月
の
砂
糖
価
格
調

整
法
の
改
正
（
旧
砂
糖
価
格
安
定
法
）
の
際
、

価
格
体
系
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
高
糖
度
帯
（
十
四
・
四
度
以
上
）
が
三
カ
年

で
引
上
げ
ら
れ
た
一
方
、
低
糖
度
帯
（
十
三
・

〇
度
）
は
平
成
十
七
年
か
ら
引
下
げ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
甘
し
ゃ
糖
度
を

高
め
る
た
め
の
深
耕
、
適
期
植
付
・
灌
水
及
び

計
画
的
な
工
場
へ
の
さ
と
う
き
び
原
料
の
搬

入
等
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
下
で
は
、
分
み
つ
糖
工
場
十
一
工

場
（
う
ち
離
島
九
工
場
）
、
含
み
つ
糖
（
黒
糖
）
工

場
七
工
場
（
全
て
離
島
）
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
さ
と
う
き
び
原
料
の
減
少
か
ら
、

離
島
地
域
の
一
部
工
場
を
除
き
、
製
糖
工
場

の
操
業
度
は
低
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
製

糖
工
場
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
も
、

さ
と
う
き
び
原
料
の
安
定
的
な
確
保
が
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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資料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」
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注：�ハーベスター収穫率＝ハーベスター収穫面積／収穫面積×100

◎本島地域

【単収の推移】

◎宮古・八重山地域

◎久米島・県平均
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さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上 

  

　
に
向
け
た
課
題
の
克
服 

 

◎株出

→ → → →

→ →

→
深耕等

（パワーショベル、
プラソイラ）

耕起
（プラウ）

整地
（ロータリー）

植付
（全茎式植付機等）

培土
（ブルトラ）

培土
（ブルトラ）

収穫
ハーベスター、
全茎式集中
脱葉施設

収穫
ハーベスター、

全茎式集中脱葉施設

根切、中耕等
（カセットローター）

【機械化一貫体系の例】

◎春植・夏植

小型ハーベスターによる収穫

全茎式植付機による植付

現地（久米島）検討会

（
一
）
単
収
の
向
上
に
つ
い
て

　
近
年
の
単
収
の
動
向
を
見
ま
す
と
、
本
島

地
域
で
は
南
大
東
村
及
び
北
大
東
村
を
除
き

低
下
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
宮
古
・
八

重
山
地
区
に
お
い
て
も
、
宮
古
本
島
地
域
で

低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
島
北
部
及
び
北
部
離
島
地
域
で

は
、
そ
の
傾
向
が
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
久
米
島
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
久
米
島
は
、
台
風
等
の
自
然
災
害
の
影
響

に
よ
り
、
平
成
五
年
以
降
の
十
カ
年
は
平
成

六
／
七
年
産
を
除
き
沖
縄
県
の
平
均
単
収
を

下
回
っ
て
お
り
、
特
に
平
成
十
四
年
産
は
県

平
均
六
千
五
百
九
十
五
kg
／
十
a
を
大
き
く

下
回
る
三
千
七
百
六
十
五
kg
／
十
a
と
深
刻

な
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
十
五

年
度
に
沖
縄
県
、（
独
）
九
州
沖
縄
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
、（
社
）
沖
縄
県
糖
業
振

興
協
会
、
沖
縄
県
南
部
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、久
米
島
町
、久
米
島
製
糖（
株
）、

翔
南
製
糖
（
株
）
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等

関
係
機
関
が
参
集
し
、
沖
縄
県
内
に
お

け
る
さ
と
う
き
び
生
産
性
の
向
上
を

上
げ
る
た
め
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
に
近
年
、
沖
縄
県
平
均

に
比
べ
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
単
収

の
低
下
が
著
し
い
久
米
島
に
お
い
て

単
収
向
上
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組

み
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ア�

関
係
機
関
の

検
討
結
果
に
基
づ

く
、
具
体
的
な
対

応
策

　
平
成
十
五
年
度

の
現
地
調
査
を
踏

ま
え
た
検
討
の
結
果
、

台
風
、
干
ば
つ
等
に

よ
る
自
然
災
害
の

影
響
に
よ
り
著
し

く
低
単
収
と
な
る

地
域
の
対
応
策
の

重
要
性
と
、
通
常
の

単
収
を
上
げ
て
い
る
地
域
で
の
安
定
・
高
単

収
化
を
図
る
た
め
の
対
応
策
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
、
そ
の
対
応
策
を
久
米
島
町
及
び
久

米
島
さ
と
う
き
び
生
産
振
興
対
策
協
議
会
を

中
心
に
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
具
体
的
に
取

組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
ア
）
著
し
く
単
収
が
低

い
地
域
の
対
応
策

　
台
風
被
害
と
干
ば
つ

被
害
を
軽
減
し
う
る
安

定
多
収
栽
培
技
術
の
開

発
と
し
て
、
台
風
・
干
ば

つ
常
襲
地
域
で
安
定
的

な
単
収
を
確
保
す
る
た

め
、
既
存
の
品
種
及
び

新
品
種
7
種
等
に
つ
い

て

春
植
＋
株
出
し
、

夏
植
＋
株
出
し
、

秋
植
・
秋
収
穫
＋
株
出

し
の
3
作
型
で
実
証
を
行
い
、
そ
の
効
果
を

評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
イ
）
通
常
単
収
地
で
高
単
収
化
を
図
る
た
め

の
対
応
策

久
米
島
内
で
六
農
業
生
産
法
人
が
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
に
よ
る
収
穫
作
業
を
受
託
し
て
い

る
が
、
受
託
面
積
が
大
き
く
、
自
分
の
ほ
場

の
栽
培
管
理
に
手
が
回
ら
ず
、
低
単
収
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
経
営

農
家
の
株
出
ほ
場
対
策
と
し
て
、
株
出
管

理
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
株
出
後
の

株
揃
え
及
び
施
肥
等
の
株
出
管
理
を
実
施

す
る
。

干
ば
つ
常
襲
地
区
対
策
と
し
て
、

灌
水
機
材
を
導
入
し
、
適
時
散
水

を
実
施
す
る
。

台
風
後
の
潮
害
対
策
と
し
て
、
適
時
散
水

を
実
施
す
る
。

粗
放
地
対
策
と
し
て
、
適
期
植
付
け
・
肥
培

管
理
の
実
証
を
行
う
。

イ�

さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上
に
向
け
た

今
後
の
取
組
み

　
今
後
、
久
米
島
で
の
対
応
策
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
島
北
部
及
び
北
部
離
島

等
沖
縄
県
内
の
低
単
収
地
域
に
お
い
て
、
久

米
島
と
同
様
な
取
組
み
を
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
毎
年
着
実
に
取
組
む
こ
と
が
沖
縄

県
全
体
の
さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上
に
結
び

つ
く
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
単
収
向
上
に
向
け
た
個
々
の
生
産

農
家
の
具
体
的
な
栽
培
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
が
定
め
る
「
さ
と
う
き
び
栽
培
指
針
」
に
基

づ
い
た
適
切
な
栽
培
管
理
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
と
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
単
収
低
下
と
な
っ
て
い
る
要
因
分
析
と
、

そ
の
対
応
策
に
向
け
た
取
組
み
強
化
を
図
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
特
に
、
単
収
向
上
に
結
び
つ
く
事
項
と
し

て
は
次
の
通
り
で
す
。

（
ア
）
台
風
・
干
ば
つ
等
地
域
の
自
然
状
況
を
前

提
と
し
た
品
種
の
選
定

（
イ
）
春
植
、
夏
植
の
植
付
時
期
の
遵
守

（
ウ
）
株
出
栽
培
に
つ
い
て
は
、
収
穫
後
の
株
揃

え
、
施
肥
、
根
切
り
等
の
実
施

（
エ
）
施
肥
、
培
土
、
か
ん
水
等
適
期
肥
培
管
理

の
実
施

（
オ
）
欠
株
の
補
植

（
二
）
担
い
手
（
農
業
生
産
法
人
等
）

　
　
の
育
成
に
つ
い
て

　
生
産
農
家
の
担
い
手
不
足
及
び
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
今
後
、
さ
と
う
き
び
の
安
定
的
な

生
産
を
確
保
す
る
に
は
、
農
業
生
産
法
人
の

育
成
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
農
業

生
産
法
人
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
よ
る
規

模
拡
大
、
新
技
術
の
導
入
、
機
械
化
の
促
進
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
他
産
業
並
み
の

農
家
所
得
を
確
保
す
る
育
成
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
具
体
化
に
向
け
取
組
ん
で
き
て
お
り
、

平
成
十
五
年
度
末
で
三
十
六
法
人
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
生
産
法
人
へ
の
収

穫
作
業
等
の
委
託
が
増
え
て
い
る
中
に
お
い

て
、
本
島
南
部
を
中
心
に
農
業
生
産
法
人
へ

の
農
地
の
集
積
（
売
買
、
賃
貸
等
）
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
育
成
計

画
が
目
標
と
す
る
収
穫
面
積
十
七
ｈａ
に
ま
だ

達
し
て
い
な
い
法
人
も
あ
り
、
経
営
的
に
厳

し
い
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
収
穫
の
受
託
面
積
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
自
作
地
の
株
出
管
理
等
初
期
の
肥
培

管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
単
収
が
上
が
ら
な
い
問
題
点
を
抱

え
て
お
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
株
出
管
理
機

（
株
揃
、
施
肥
、
農
薬
散
布
等
）
の
開
発
・
普
及

を
進
め
る
な
ど
、
組
織
的
な
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
生
産
法
人
育
成
に
向
け

た
取
組
み
と
し
て
関
係
機
関
等
に
よ
る
次
の

対
応
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア�

農
業
生
産
法
人
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

の
促
進

イ�

農
業
生
産
法
人
の
自
作
地
の
単
収
の
向

上
対
策

ウ�

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
機
械
操
作
）
の
収
穫
作

業
技
術
の
向
上
対
策
（
収
穫
ロ
ス
の
軽
減

化
）

エ�

法
人
経
営
管
理
能
力
の
向
上
（
経
営
指
導
）

（
三
）
機
械
化
の
促
進
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
法
人
の
育
成
を
進
め
る
中
に
お

い
て
、
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
に
は
農
業

機
械
の
導
入
に
よ
る
機
械
化
の
促
進
は
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
深
耕
・
耕
起
・
整
地
・
植
付
・
培
土
（
土

寄
せ
）・
収
穫
等
の
作
業
が
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
特
に
植
付
け
及
び
収
穫
作
業
を
中
心
に

機
械
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
南
北
大
東
村
、
宮
古
・
八
重
山

地
域
を
中
心
に
大
型
・
中
型
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
に
よ
る
収
穫
作
業
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
沖
縄

本
島
南
部
地
区
等
作
付
面
積
の
規

模
が
小
さ
い
地
区
や
、
雨
天
時
の
収

穫
効
率
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
か
ら
、

小
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
導
入
が
増

え
て
お
り
、
平
成
十
四
年
産
に
お
け

る
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
収
穫
率
（
面
積
ベ

ー
ス
）
は
、
約
三
十
七
・
九
％
と
急
速

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
茎
式
植
付
機
（
さ
と
う

き
び
の
葉
柄
を
取
ら
ず
に
茎
を
裁

断
し
て
植
付
け
る
）
の
普
及
も
高
ま

っ
て
お
り
、
今
後
と
も
機
械
化
一
貫

体
系
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
全
労

働
時
間
の
約
七
割
を
占
め
る
収
穫

作
業
と
、
は
く
葉
作
業
時
間
は
、
更

に
低
減
が
図
ら
れ
、
肥
培
管
理
作
業

の
充
実
、
他
作
目
へ
の
労
働
の
配
分

等
に
よ
り
生
産
性
が
向
上
し
、
農
家

の
経
営
の
安
定
化
に
結
び
つ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。



１�

「
美
ら
島
交
通
な
び
」
に
つ
い
て

　
「
美
ら
島
交
通
な
び
」
は
、
平
成
十
六
年
三
月
に
国
土
交
通
省
が
実

施
し
た
モ
デ
ル
実
験
「
沖
縄
交
通
な
び
」
で
得
ら
れ
た
成
果
を
踏
ま

え
、
構
築
し
た
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
共
通
の
公
共
交
通
の
利
用
者

向
け
の
総
合
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
国
が
実
施
し
、
そ
の
運
用
は
民
間
で
行
う
官

民
協
力
型
の
事
業
で
あ
り
、
提
供
情
報
の
入
力
・
修
正
・
削
除
は
、
運

営
事
務
局
か
ら
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
た
各
事
業
者

団
体
や
各
交
通
事
業
者
が
直
接
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
管
理
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
運
行
状
況
な
ど
の
最

新
の
情
報
が
各
交
通
事
業
者
内
で
の
体
制
の
構
築
次
第
で
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ゆ
い
レ
ー
ル
、
バ
ス
、
旅
客
船

に
つ
い
て
は
、
提
供
情
報
の
項
目
を
自
由
に
追
加
で
き
る
仕
様
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
各
協
会
や
各
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
利
用

者
に
向
け
て
発
信
し
た
い
情
報
を
自
ら
の
判
断
で
発
信
で
き
る
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　
以
下
、
新
し
く
な
っ
た
「
美
ら
島
交
通
な
び
」
の
使
い
方
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

２�

「
沖
縄
タ
ク
シ
ー
な
び
」
の
概
要

○
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ

　
例
え
ば
、
流
し
の
タ
ク
シ
ー
が
拾
い
に
く
い
地
域
で
タ
ク
シ
ー
を

呼
び
た
い
と
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
沖
縄
タ
ク
シ
ー
な
び
」

↓
「
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
」
↓
「
沖
縄
本
島
」
↓
「
南
部
地
域
（
那
覇
市
な

ど
）
」
な
ど
と
選
択
し
、
今
い
る
市
町
村
名
を
選
ぶ
と
、
そ
の
市
町
村

に
タ
ク
シ
ー
の
営
業
所
が
あ
る
無
線
局
の
一
覧
が
、個
人
タ
ク
シ
ー
・

法
人
タ
ク
シ
ー
の
順
に
、
か
つ
、
当
該
市
町
村
内
の
営
業
所
の
保
有

台
数
順
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
お
好
み
の
無
線
局
名
を
選
ぶ
と
携
帯
電

話
か
ら
タ
ク
シ
ー
無
線
局
に
電
話
が
か
か
り
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
無
線
局
名
の
後
に
【
代
行
】
と
表
示
が
あ
る
も
の
は
、
い
わ

ゆ
る
「
タ
ク
シ
ー
代
行
」（
お
客
は
タ
ク
シ
ー
で
運
び
、
お
客
の
車
は

他
の
運
転
手
が
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
。
言
わ
ば
、
運
転
代
行
の
タ
ク
シ
ー

版
で
す
。
）
を
行
っ
て
い
る
無
線
局
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、【
Ｇ
Ｐ

Ｓ
】
と
表
示
が
あ
る
も
の
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
配
車
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
無
線
局
を
意
味
し
、
通
常
は
、
一
般
の
無
線
局
に
比
べ
、
よ
り
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
配
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、【
カ
ー
ナ
ビ
】
と

表
示
が
あ
る
も
の
は
カ
ー
ナ
ビ
を
装
備
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
の
無

線
局
で
、
最
初
に
行
き
先
を
説
明
す
れ
ば
、
カ
ー
ナ
ビ
が
合
理
的
な

ル
ー
ト
を
選
定
し
て
く
れ
ま
す
の
で
細
か
な
経
路
を
そ
の
都
度
指

示
し
な
く
て
も
よ
い
た
め
大
変
便
利
で
す
。

○
事
業
者
別
検
索

�
�

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
忘
れ
物
の
問
い
合
わ
せ
を
し
た
い
場
合
や
、

「
今
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
の
接
客
態
度
が
悪
か
っ
た
の
で

苦
情
を
言
い
た
い
！
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
タ
ク
シ
ー
の

「
事
業
者
名
」
と
「
無
線
番
号
」（
通
常
は
左
側
面
ド
ア
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
場
合
は
「
指
定
番
号
」
と
言
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
）
と
乗
車
日
時
を
覚
え
て
い
れ
ば
、
こ
の
機
能
が
役
に
立
ち

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
沖
縄
タ
ク
シ
ー
な
び
」
↓
「
沖
縄
本
島
」
↓

「
事
業
者
別
検
索
」
な
ど
と
選
択
し
、
事
業
者
名
か
ら
（
株
）
、（
有
）
、

（
資
）
、（
名
）
等
を
除
い
た
五
十
音
順
で
事
業
者
を
検
索
で
き
ま
す
。

事
業
者
名
を
選
択
す
る
と
、
主
な
事
務
所
に
携
帯
電
話
か
ら
電
話
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
話
が
つ
な
が
っ
た
ら
、「
タ
ク
シ
ー
の

苦
情
担
当
の
方
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
な
ど
と
用
件
を
伝
え
て
担
当

者
を
呼
び
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
サ
ー
ビ
ス
別
検
索

　
例
え
ば
、「
車
い
す
の
お
ば
ぁ
を
墓
参
り
に
連
れ
て
い
く
た
め
に

福
祉
車
両
の
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
た
い
。
」
、「
タ
バ
コ
の
臭
い
が
嫌
い

な
の
で
禁
煙
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
た
い
。
」
、「
家
に
忘
れ
物
を
し
た
の

で
タ
ク
シ
ー
便
利
屋
に
取
り
に
行
っ
て
来
て
も
ら
い
た
い
。
」
、「
出

張
で
沖
縄
に
来
た
け
ど
お
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
少
な
い
の
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
乗
れ
る
タ
ク
シ
ー
を
探
し
た
い
。
」
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
車
両
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
／
禁
煙
タ
ク
シ
ー
／
ベ
ー
ス
タ
ク
シ

ー�

）

●
福
祉
（
福
祉
車
両
（
車
椅
子
）
／
福
祉
車
両
（
寝
台
）
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
　
ー
２
級
／
ケ
ア
輸
送
サ
ー
ビ
ス
／
手
話
／
指
定
宅
配
サ
ー
ビ

ス
／
　
障
害
者
割
引
）

●
運
賃
・
料
金
（
安
価
な
基
本
運
賃
／
距
離
制
運
賃
の
割
引
／
時
間

　
制
運
賃
の
割
引
）

●
そ
の
他
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
タ
ク
シ
ー
代
行
／
タ
ク
シ
ー
便
利
屋
／

乗
　
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
）

○
事
業
者
団
体
情
報

　
沖
縄
県
内
の
タ
ク
シ
ー
関
係
の
各
事
業
者
団
体
と
タ
ク
シ
ー
事

業
の
監
督
官
庁
で
あ
る
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
の
苦
情
担
当
で

あ
る
監
査
指
導
課
の
連
絡
先
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
共
通

の
問
題
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
な
ど
の
際
に
ご
利
用

下
さ
い
。

�
�

な
お
、
沖
縄
県
内
の
タ
ク
シ
ー
団
体
は
沖
縄
本
島
地
方
、
宮
古
地

方
、
八
重
山
地
方
の
各
地
方
に
多
数
存
在
し
て
お
り
、
特
に
、
沖
縄
本

島
に
は
法
人
タ
ク
シ
ー
三
団
体
、
個
人
タ
ク
シ
ー
四
団
体
が
あ
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
な
ど
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
車
両
の

屋
根
上
の
タ
ッ
プ
（
灯
火
部
分
）
や
ド
ア
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る

所
属
団
体
名
を
ご
確
認
の
上
、
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

３�

ゆ
い
レ
ー
ル
運
行
情
報

　
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
愛
称
　
ゆ
い
レ
ー
ル
）
の
「
運
行
状
況
」
、

「
リ
ン
ク
」
や
「
ゆ
い
レ
ー
ル
Ｑ
＆
Ａ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
運
行
状
況
」
に
は
台
風
や
故
障
な
ど
に
よ
る
運
休
の
情
報
や
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
の
臨
時
ダ
イ
ヤ
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
の
前
に
確
認
す
る
と
確
実
で
す
。

　４�

路
線
バ
ス
運
行
情
報

　
路
線
バ
ス
各
社
の
「
運
行
状
況
」
、「
お
問
い
合
わ
せ
」
、「
リ
ン
ク
」

や
「
路
線
バ
ス
Ｑ
＆
Ａ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
運
行
状
況
」
に
は
台
風
な
ど
に
よ
る
運
休
の
情
報
や
、
不
発
弾
処

理
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
に
伴
う
運
行
の
一
時
見
合
わ

せ
・
折
り
返
し
運
転
・
迂
回
運
転
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
運
行
経
路
の

変
更
や
臨
時
ダ
イ
ヤ
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

の
前
に
確
認
し
て
頂
く
と
確
実
で
す
。

　
ま
た
、「
路
線
バ
ス
Ｑ
＆
Ａ
」
に
は
次
の
よ
う
な
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
照
下
さ
い
。

（
主
な
ト
ピ
ッ
ク
）

　
●
基
礎
知
識
　
　
●
運
賃
の
目
安
　
●
系
統
の
概
要
（
方
面
別
）

５�

旅
客
船
運
航
情
報

　
旅
客
船
各
社
の
「
運
航
状
況
」
、「
運
賃
・
時
刻
表
」
、「
お
問
い
合
わ

せ
」
、「
リ
ン
ク
」
や
「
旅
客
船
Ｑ
＆
Ａ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
運
航
状
況
」
に
は
台
風
な
ど
の
悪
天
候
に
よ
る
運
休
の
情
報
や
、

ド
ッ
ク
入
り
に
よ
る
臨
時
ダ
イ
ヤ
情
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
出
か
け
の
前
に
確
認
し
て
頂
く
と
確
実
で
す
。

６�

航
空
会
社
リ
ン
ク

　
日
本
航
空(

J
A
L)

グ
ル
ー
プ
、
全
日
空(

A
N
A)

グ
ル
ー
プ
の

携
帯
電
話
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
航
空
機
の
発
着
状
況
な

ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

７�

交
通
・
観
光
関
連
リ
ン
ク

　
観
光
関
係
団
体
や
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
者
、
路
線
バ
ス
事
業
者
、
定

期
航
路
事
業
者
、
タ
ク
シ
ー
関
係
団
体
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
運
営
す

る
沖
縄
本
島
の
路
線
バ
ス
に
関
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
で
あ
る
「
沖

縄
路
線
バ
ス
ど
っ
と
こ
む
」
で
は
、
運
行
系
統
図
や
起
終
点
の
時
刻

表
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
大
変
便
利
で
す
。

８�

観
光
客
向
け
公
共
交
通
情
報

�
�

「
那
覇
市
の
国
際
通
り
の
バ
ス
停
は
市
内
線
と
市
外
線
で
分
か
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
」
な
ど
の
観
光
客
向
け
の
公
共
交

通
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
主
な
ト
ピ
ッ
ク
）

　
●
台
風
の
時
は
？

　
●
ゆ
い
レ
ー
ル
案
内

　
●
バ
ス
案
内

　
●
タ
ク
シ
ー
案
内

　
●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光

タクシーＱ＆Ａ

（主なトピック）

●初乗距離と初乗運賃　●タクシーの車種区分

●共通タクシーチケット　●「軽貨物タクシー」は法律違反！

●那覇空港のタクシー乗り場　●契約制乗り場って何？

●飲酒運転撲滅！「タクシー代行」　●タクシーの便利屋さん

　沖縄県内のタクシーについてのＱ＆Ａが掲載

されています。今話題の「トリビア」的なものも

掲載されていますので、是非ご覧下さい。

携帯電話
から

パソコン
から

：
 



　
規
制
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
一
般
消

費
者
に
対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、

一
般
消
費
者
が
適
正
に
商
品
選
択
を

行
え
る
意
思
決
定
環
境
を
整
備
・
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、

景
品
表
示
法
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
厳

正
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に

対
し
て
類
似
事
件
の
再
発
防
止
を
促
し
、

か
つ
、
消
費
者
の
適
切
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
事

件
の
処
理
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
件
処
理
の
透
明
性
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
け
る
平
成

十
五
年
度
の
景
品
表
示
法
事
件
の
処

理
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
排
除

命
令
七
件
、
警
告
九
件
及
び
注
意
九
件

の
計
二
十
五
件
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
示
事
件
で
は
、
果
汁
飲
料
の
原
材

料
に
関
す
る
不
当
表
示
事
件
に
つ
い

て
七
件
の
排
除
命
令
を
行
っ
た
ほ
か
、

米
の
産
地
に
関
す
る
不
当
表
示
事
件

等
に
つ
い
て
警
告
を
行
い
ま
し
た
。

【
例
】

■
シ
イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
果
汁
飲
料
に
関

す
　
る
不
当
表
示

　
原
材
料
の
果
汁
が
シ
イ
ク
ワ
シ
ャ

ー
の
果
汁
の
み
で
あ
る
か
の
よ
う
に

表
示
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
原
材

料
の
全
部
又
は
大
部
分
が
カ
ラ
マ
ン

シ
ー
の
果
汁
で
あ
っ
た
。

■
米
の
産
地
に
関
す
る
不
当
表
示
　

　　
「
〇
〇
県
コ
シ
ヒ
カ
リ
15
年
産
　
１

０
０
％
」
と
表
示
し
て
い
た
が
、
他
品

種
の
米
が
混
入
し
て
い
た
。

　
景
品
事
件
で
は
、
懸
賞
に
よ
り
、
高

額
な
外
国
産
中
古
自
動
車
が
提
供
さ

れ
る
事
件
等
が
み
ら
れ
た
。

【
例
】

■
自
動
車
販
売
店
に
よ
る
過
大
景
品

の
　
提
供

　
来
店
者
に
対
し
、
抽
選
に
よ
り
、
高

額
な
外
国
産
中
古
自
動
車
を
一
〇
〇

円
で
提
供
し
た
。

景品表示法による規制の概要（参考）

＜表示＞

＜景品＞

商品・役務の品質、規格その他の内容についての不当表示

不実証広告規制（４条２項）
優良誤認に該当する表示か否かを判断するために、事業者に対し、
表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることが
できる。当該資料の提出がないときは、当該表示は優良誤認とみな
す。

　商品・役務の取引に関する事項について誤認されるおそれが
ある表示であって公正取引委員会が指定するもの

１　おとり広告に関する表示
２　無果汁の清涼飲料水等についての表示
３　商品の原産国に関する不当な表示
４　消費者信用の融資費用に関する不当な表示
５　不動産のおとり広告に関する表示
６　有料老人ホーム等に関する不当な表示

商品・役務の価格その他の取引条件についての不当表示

優良誤認（４条１項１号）

有利誤認（４条１項２号）

誤認されるおそれのある表示
（４条１項３号）

一般懸賞
（昭和５２年告示３号）

共同懸賞
（昭和５２年告示３号）

総付景品
（昭和５２年告示５号）

業種別景品告示
（４業種）

１　新聞業
３　不動産業

２　雑誌業
４　医療用医薬品業・医療用具業及び衛生検査所業

取引価額にかかわらず
3 0 万円

懸賞に係る
売上予定総額の 3％

懸賞に係る

売上予定総額の 2％

5,000 円未満

5,000 円以上

取引価額の 20 倍

10 万円

懸賞による

取引の価額

景品類限度額

最�高�額　　　　　　　総　額

景品類限度額

最�高�額　　��������������������　総　額

取引価額　　　　　　　　　景品類の最高額

1 , 0 0 0 円未満

1 , 0 0 0 円以上

1 0 0 円

取引価額の 1 / 1 0

問い合わせ先：内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室
ホームページ：http://www.jftc.go.jp/c_okinawa/

１�

事
件
の
処
理
状
況

２�

表
示
事
件

３�

景
品
事
件

（
平
成
十
五
年
四
月
二
十
八
日
　
排
除
命
令
）

（
平
成
十
五
年
十
二
月
十
八
日
　
警
告
）

（
平
成
十
五
年
九
月
三
十
日
　
警
告
）

　
五
月
二
十
一
日
（
金
）
、
か
り
ゆ
し

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
那
覇
に
お
い
て
、

「
産
業
振
興
に
関
す
る
表
彰
」
の
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
竹
林
局
長
は
受
賞
者
へ
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
本
土
復
帰
以
来
、
沖
縄

の
社
会
経
済
は
着
実
に
発
展
し
て
き

て
お
り
、
近
年
、
産
業
分
野
に
お
い
て
、

顕
著
な
活
躍
を
す
る
地
元
企
業
や
沖

縄
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
あ
げ
る

進
出
企
業
が
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
各
受
賞
企
業
の
努
力

と
創
意
工
夫
は
、
今
後
の
模
範
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
表
彰
を
き
っ
か
け
に
「
沖

縄
振
興
計
画
」
に
い
う
『
沖
縄
の
特
性
を
十

分
に
発
揮
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
創
造
型
の
振

興
』
が
今
後
更
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
新
た
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
そ
の
他
新
規
性
の
あ
る
事
業
展
開
を
行

う
県
内
企
業
、
又
は
県
内
に
近
年
進
出
し
た

企
業
の
中
か
ら
、
沖
縄
の
産
業
活
性
化
に
著

し
く
寄
与
し
、
今
後
の
創
業
・
事
業
展
開
・

進
出
等
の
模
範
と
な
る
も
の
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
沖
縄
県
内
の
創
業
・
新
規
事
業

展
開
の
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄

へ
の
企
業
進
出
を
促
進
し
、
も
っ
て
沖
縄
に

お
け
る
産
業
振
興
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
回
新
た
に
沖
縄
総
合
事
務

局
発
足
の
日
を
記
念
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
企
業
は
、
地
域
特
産
を
活
用

し
た
菓
子
類
の
商
品
開
発
で
沖
縄
特
産
品
の

知
名
度
向
上
に
貢
献
し
た
「

お
菓
子
の
ポ

ル
シ
ェ
」
、
新
技
術
に
よ
り
地
域
環
境
問
題

の
改
善
に
寄
与
し
た
「

ト
リ
ム
」
、
沖
縄

の
植
物
天
然
素
材
の
高
付
加
価
値
利
用
に
寄

与
し
た
「
バ
イ
オ
二
一

」
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
立
地
の
牽
引
役
に
な
る
と
と
も
に
、
人

材
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
「

C
S
K

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技

術
を
有
す
る
進
出
企
業
と
し
て
県
内
の
先
端

技
術
者
の
育
成
に
尽
力
し
た
「

ア
ク
ロ
ラ

ド
」
の
５
社
で
あ
り
、
竹
林
局
長
か
ら
表
彰

状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
産
業
振
興
の

た
め
に
皆
さ
ん

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。



玄米の分析に専念する研修生

開講式で挨拶する食糧課長

　
農
産
物
検
査
の
民
営
化
に
伴
う

「
平
成
十
六
年
度
農
産
物
検
査
員
育

成
研
修
」
が
平
成
十
六
年
六
月
七

日
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
農
産
物
検
査
法

に
基
づ
く
農
産
物
検
査
の
実
施
業

務
の
民
営
化
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
登
録
検
査
機
関
が
適
切
に
検

査
を
実
施
し
得
る
体
制
を
早
急
に

構
築
す
る
必
要
か
ら
、
現
在
、
国

が
有
し
て
い
る
農
産
物
検
査
に
つ

い
て
の
知
識
及
び
技
能
を
適
切
に

登
録
検
査
機
関
に
継
承
さ
せ
、
農

産
物
検
査
員
を
計
画
的
に
育
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
本
育
成
研
修
の
研
修
生
六
人
は
、

国
内
産
農
産
物
検
査
コ
ー
ス
で
国

内
産
農
産
物
に
係
る
品
位
等
検
査

を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び

技
能
の
修
得
の
た
め
、
六
月
七
日

か
ら
三
日
間
農
産
物
検
査
制
度
、

品
位
等
検
査
の
理
論
等
の
講
義
を
、

六
月
十
日
か
ら
四
日
間
は
玄
米
の

分
析
、
鑑
定
、
器
具
機
材
の
実
習

を
受
講
し
、
基
礎
課
程
研
修
教
科

目
最
終
日
の
十
五
日
に
は
、
基
礎

課
程
の
履
修
状
況
の
確
認
の
た
め

「
基
礎
課
程
確
認
試
験
」
を
受
験
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
七
月
下
旬
〜
八
月
上

旬
に
は
検
査
現
場
に
お
い
て
、
「
現

場
実
習
」
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
も

実
技
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
基
礎
課
程
の
「
確
認
試
験
」
及

び
検
査
現
場
で
の
「
実
技
試
験
」

の
合
格
者
が
「
農
産
物
検
査
員
」

と
し
て
の
資
格
を
取
得
し
、
検
査

業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

　
農
産
物
検
査
は
、
農
産
物
の
種

類
、
銘
柄
ご
と
に
品
位
、
量
目
、

包
装
等
に
つ
い
て
の
規
格
を
設
定

し
、
こ
の
規
格
、
基
準
に
し
た
が

っ
て
農
産
物
の
商
品
価
値
の
分
類
、

仕
分
け
を
行
う
と
と
も
に
、
量
目

及
び
包
装
を
統
一
化
し
、
そ
の
正

確
を
期
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農

産
物
の
取
引
の
公
正
と
円
滑
化
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
農
産
物
の
品
質
は
、
生
産
条
件

の
気
象
や
土
地
な
ど
と
複
雑
に
関

わ
る
こ
と
か
ら
検
査
員
は
検
査
技

術
の
錬
磨
に
励
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

貴
社
の
景
況

国
内
の
景
況

　
今
般
、
財
務
省
景
気
予
測
調
査
は
、
内
閣
府
の
法
人
企
業
動
向

調
査
と
統
合
し
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
新
た
に
「
法
人
企
業
景
気

予
測
調
査
」
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
第
一

回
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
結
果
（
沖
縄
県
分
）
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

売�

上�

高

（
注
　
石
油
・
石
炭
製
品
製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス

・
水
道
業
、
金
融
・
保
険
業
を
除
く
）

経�

常�

利�

益

（
注
　
石
油
・
石
炭
製
品
製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス

・
水
道
業
、
金
融
・
保
険
業
を
除
く
）

設�

備�

投�

資

（
注
　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
額
及
び
土
地
購

入
額
は
含
ま
な
い
）

雇
　
用

Ｂ
Ｓ
Ｉ
と
は
・
・
・ 

景
気
動
向
指
数
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ベ
イ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）

を
い
い
、
表
の
見
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

Ｂ
Ｓ
Ｉ
＝
（
「
上
昇
」
等
と
回
答
し
た
企
業
の
構
成
比
）

―
（
「
下
降
」
等
と
回
答
し
た
企
業
の
構
成
比
） 

収
益
改
善
の
た
め
の
方
策

〜
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
か
ら
〜

※
グ
ラ
フ
の
説
明

■貴社の景況判断BSI（％ポイント）

上
昇

下
降

16年4月～6月期
（現状判断）

16年７～９月期
（見通し）

16年10～12月期
（見通し）

20.0

全産業

10.0

0.0

▲10.7

▲7.2

4.8

18.218.2

9.1

▲3.9

▲1.9

▲ 10.0

▲ 20.0

製造業 非製造業

　　
十
六
年
四
〜
六
月
期
の
貴
社
の
景
況
判

断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
み
る
と
、全
産
業
で
は｢

下
降
」

超
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
製

造
業
は
「
上
昇
」
超
、
非
製
造
業
は
「
下
降
」

超
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
を
み
る
と
、
全
産
業
で
は
十
六

年
七
〜
九
月
期
は｢

上
昇｣

と
「
下
降
」
が
均

衡
し
、十
六
年
十
〜
十
二
月
期
に
は「
上
昇
」

超
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
は
十
六
年
七
〜

九
月
期
、
十
六
年
十
〜
十
二
月
期
と
も
に

「
上
昇
」
超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
非
製
造
業
は
十
六
年
七
〜
九
月
期

は
「
下
降
」
超
幅
が
縮
小
し
、
十
六
年
十
〜

十
二
月
期
に
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

　
十
六
年
四
〜
六
月
期
の
国
内
の
景
況
判

断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
み
る
と
、全
産
業
で
は「
上
昇
」

超
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
製

造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
「
上
昇
」
超
と
な

っ
て
い
る
。

　
先
行
き
を
み
る
と
、
全
産
業
で
は
十
六

年
七
〜
九
月
期
は「
上
昇
」超
幅
が
縮
小
し
、

十
六
年
十
〜
十
二
月
期
に
は
「
上
昇
」
超
幅

が
拡
大
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
別
に
み
る
と
、
十
六
年
七
〜
九
月
期
は

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
「
上
昇
」
超
幅

が
縮
小
し
、
十
六
年
十
〜
十
二
月
期
に
は

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
「
上
昇
」
超
幅

が
拡
大
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
六
年
度
は
、
二
・
八
％
の
増
収
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
（
上
期
四
・
九
％
の
増
収
見

込
み
、
下
期
一
・
０
％
の
増
収
見
通
し
）
。
業

種
別
に
見
る
と
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も

に
増
収
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　　
十
六
年
度
は
、
四
・
０
％
の
増
益
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
（
上
期
五
・
０
％
の
増
益
見

込
み
、
下
期
三
・
一
％
の
増
益
見
通
し
）
。
業

種
別
に
見
る
と
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も

に
増
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
六
年
度
は
、
四
・
三
％
の
増

加
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
（
上

期
一
・
０
％
の
増
加
見
込
み
、
下

期
七
・
三
％
の
増
加
見
通
し
）
。

業
種
別
に
見
る
と
、
製
造
業
は

減
少
見
通
し
、
非
製
造
業
は
増

加
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　　
十
六
年
六
月
末
時
点
の
従
業

員
数
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
み
る
と
、

全
産
業
は
「
過
剰
気
味
」
超
と
な

っ
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
「
過

剰
気
味
」
超
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
を
み
る
と
、
全
産
業

は
十
六
年
九
月
末
に「
不
足
気
味
」

超
に
転
じ
、
十
六
年
十
二
月
末

に
「
不
足
気
味
」
超
幅
が
拡
大
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
は
十
六
年
十
二

月
末
に
「
不
足
気
味
」
超
に
転
じ
、
非
製
造

業
は
十
六
年
九
月
末
に
「
不
足
気
味
」
超
に

転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
益
改
善
の
た
め
の
方
策
を
、
重
要
度

の
高
い
順
に
全
産
業
で
み
る
と
、「
国
内
販

売
の
拡
大
」
を
挙
げ
る
企
業
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
抑
制
」
、「
人
件

費
の
抑
制
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

農産物の取引の

公正と円滑化を

図るために、

地道な努力をして

いるんじゃよ。

0.0



「ガイドブック」表紙

「平良港みなとガイド」検討会

供用開始記念式典

着岸第一船の外船クルーズ大型旅客船

「スーパースタージェミナイ号」

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
、
平
成
十
四
年
度
に
女
性
の
目
か
ら
見
た

「
魅
力
あ
る
港
づ
く
り
」
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
『
平
良
の
み
な
と
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
に
よ
る
提
案
の
一
つ
で
す
。

　
本
提
案
を
受
け
て
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
有

志
が
集
ま
り
、
企
画
・
編
集
に
関
わ
る
協
議
を
重
ね
作
成
し
た
も
の
で
、「
自

然
と
共
生
す
る
美
し
い
港
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
、
平
良
港
の
歴
史
・
役

割
な
ど
の
港
に
関
わ
る
基
礎
的
な
知

識
や
、
港
の
利
用
方
法
と
い
っ
た
地

元
の
人
が
実
際
に
使
え
る
情
報
な
ど

に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
使

っ
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
年
齢

を
問
わ
ず
読
み
や
す
い
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
配
布
は
無
料
と
し
、
今
後
、

宮
古
圏
内
の
小
中
学
校
、
官
公
庁
関

係
へ
の
配
付
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

配
布
等
に
よ
り
、
平
良
港
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
本
制
度
は
、
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
我
が
国
の
個
別
事
業

者
の
輸
出
に
関
し
て
、
外
国
政
府
等
か
ら
の
不
当
な
取
扱
い
に

対
し
政
府
レ
ベ
ル
で
照
会
又
は
改
善
要
望
等
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
依
頼
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
日
本
政
府
で
は
、日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ

ェ
ト
ロ
）
と
連
携
し
、
個
別
事
業
者
等
が
輸

出
に
あ
た
っ
て
外
国
政
府
か
ら
不
当
な
取

扱
い
を
受
け
、
輸
出
の
機
会
を
失
っ
て
い
る

場
合
に
、
問
題
解
決
に
向
け
日
本
政
府
が
外

国
政
府
に
対
し
て
照
会
又
は
改
善
要
望
を

行
う
「
中
小
企
業
等
の
輸
出
に
関
す
る
海
外

市
場
ア
ク
セ
ス
政
府
レ
ベ
ル
支
援
制
度
」
を

平
成
十
六
年
三
月
十
七
日
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

�
例
え
ば
、次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、

外
国
政
府
や
関
係
当
局
に
対
し
て
、
照
会
又

は
改
善
要
望
を
行
い
ま
す
。

【
概
　
要
】

【
受
付
窓
口
】

　
窓
口
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
東
京
・
大
阪
本
部
及
び

全
国
三
十
六
カ
所
の
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

　
本
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
政
府
が

依
頼
事
項
に
関
す
る
照
会
や
改
善
要
望
を
外
国

政
府
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に

必
要
な
資
料
等
※
を
ジ
ェ
ト
ロ
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易
投
資
相
談
課
に
ご
相
談
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
受
け
付
け
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
を

確
認
の
上
、
外
国
政
府
や
関
係
当
局
へ
の
照
会
や

申
入
れ
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
回
答
を
皆
様

に
お
伝
え
し
ま
す
。

※
必
要
な
情
報
と
し
て
は
、
個
々
の
案
件
に
も

よ
り
ま
す
が
、不
当
な
取
扱
い
を
受
け
た
事
実
、

取
扱
い
が
そ
の
国
の
法
令
等
に
違
反
し
て
い

る
事
実
、
被
害
内
容
、
等
が
あ
り
ま
す
。

■
な
お
、
知
り
得
た
情
報
は
日
本
政
府
及
び
ジ
ェ

ト
ロ
と
も
こ
の
業
務
の
み
に
使
用
し
、
他
の
用
途

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
ま
た
、
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
方
国
の
国

情
な
ど
も
勘
案
さ
れ
る
こ
と
、
先
方
政
府
等
に
照

会
や
申
入
れ
を
行
っ
た
場
合
も
、
先
方
政
府
等
の

事
情
に
よ
り
回
答
に
あ
る
程
度
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
御
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
さ
ら
に
、
本
制
度
と
は
別
に
、
全
て
の
在
外
公

館
（
大
使
館
、
総
領
事
館
）
は
、
日
本
企
業
の
海
外

で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
窓
口
を
設
け
、
日

本
企
業
等
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
海
外
に
進
出
す
る
中
小
企
業
を
含
む
日
本

企
業
に
お
い
て
は
、
本
制
度
と
と
も
に
「
日
本
企

業
支
援
窓
口
」
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
輸
入
許
可
を
認
め
ら
れ
て
い

た
我
が
国
企
業
の
製
品
が
、
担
当
者
の
解

釈
の
変
更
に
よ
り
、
許
可
が
得
ら
れ
な
く

な
っ
た
旨
の
通
知
が
公
文
書
で
な
さ
れ
た
。

基
準
・
認
証
制
度
の
不
当
な
変
更
に
よ
り
、

我
が
国
企
業
の
製
品
が
排
除
さ
れ
た
。

個
別
法
に
基
づ
く
承
認
が
得
ら
れ
な
い

と
流
通
が
認
め
ら
れ
な
い
製
品
に
つ
い
て
、

承
認
を
申
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
承
認
が
遅
延
し
て
い
る
。

相
手
国
企
業
と
契
約
を
結
ん
だ
が
、
外
国

政
府
の
干
渉
に
よ
り
、
契
約
の
履
行
が
さ

れ
な
い
。

根
拠
不
明
の
行
政
指
導
に
よ
り
、
突
然
、

許
可
を
取
る
よ
う
公
文
書
で
通
告
さ
れ
た
。

中小企業
事業者等

外国政府

1

4

2

3
東京・大阪本部
及び貿易情報セ
ンター（36カ所）

外　務　省
農林水産省
経済産業省

ジェトロ 日本政府

ご
照
会
先

◎外務省経済局総務参事官室…………………………　　03-5501-8326

◎農林水産省大臣官房国際部貿易関税課……………　　03-3502-3408

◎経済産業省貿易経済協力局貿易振興課……………　　03-3501-1662

◎ジェトロ貿易投資相談センター貿易投資相談課…　　03-3582-5171

……………………………………………………………………………………………………………………………………

　
石
垣
港
湾
事
務
所
及
び
石
垣
市
が
、
平
成
九

年
度
か
ら
石
垣
港
本
港
地
区
で
整
備
し
て
き
た

県
内
重
要
港
湾
初
の
水
深
九
ｍ
耐
震
強
化
岸
壁

と
そ
の
背
後
の
港
湾
施
設
用
地
等
が
完
成
し
、

平
成
十
六
年
五
月
に
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

�

期
待
さ
れ
る
機
能
と
し
て
は
、
幹
線
定
期
フ

ェ
リ
ー
の
大
型
化
及
び
物
流
需
要
の
変
化
や
大

規
模
地
震
災
害
時
等
に
お
け
る
被
災
者
及
び
緊

急
物
資
の
円
滑
な
輸
送
な
ど
に
対
応
す
る
も
の

で
、
石
垣
市
地
域
防
災
計
画
（
平
成
十
年
二
月

策
定
）
に
お
い
て
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
緊
急

海
上
輸
送
の
基
地
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
区
分
は
、
国
が
直
轄
事
業
と
し
て
一
万

五
千
ト
ン
級
の
フ
ェ
リ
ー
が
接
岸
で
き
る
水
深

九
ｍ
延
長
二
百
五
十
ｍ
の
耐
震
強
化
岸
壁
一
バ

ー
ス
、
港
湾
施
設
用
地
二
・
二
ha
、
石
垣
市

が
補
助
事
業
と
し
て
臨
港
道
路
浜
崎
町
線
幅
員

二
十
ｍ
、
二
車
線
を
整
備
し
ま
し
た
。

�

耐
震
強
化
岸
壁
が
完
成
し
供
用
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
乗
せ
た
大

型
旅
客
船
「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ジ
ェ
ミ
ナ
イ
号
」

が
第
一
船
と
し
て
着
岸
す
る
こ
と
に
な
り
、
五

月
二
十
七
日
（
木
）
沖
縄
総
合
事
務
局
と
石
垣

市
の
主
催
に
よ
る
供
用
開
始
記
念
式
典
及
び
石

垣
市
観
光
協
会
の
主
催
に
よ
る
入
港
歓
迎
式
典

が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　

◎沖縄総合事務局経済産業部商務通商課

　　��098-864-2321

◎ジェトロ沖縄貿易情報センター

　　��098-868-7546

管内連絡先

（h
ttp
://w
w
w
.jetro

.g
o
.jp
/co
/j/access/

）
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関係者によるテープカット：左から横森北部ダム事務所長、山里教育長、

上原羽地ダム対策委員会最高顧問、末松助役、中村名桜大学教授

ヤンバルの自然コーナー

羽地ダムの技術コーナー

第4回日独観光交流促進協議参加者

ドイツ文化村マルクスブルグ城

宮古空港にてドイツ側代表団の出迎え

レセプション会場にて レセプション会場にて 博愛パレス館での協議

　
平
成
十
六
年
五
月
三
日
（
月
）
羽
地
ダ

ム
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、
一
足
早
く
羽

地
ダ
ム
管
理
棟
内
に
完
成
し
た
「
羽
地
ダ

ム
資
料
館
」
を
、
羽
地
大
川
鯉
の
ぼ
り
祭

り
に
合
わ
せ
て
開
館
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
名

護
市
助
役
、
教
育
長
、
地
元
関
係
者
並
び

に
羽
地
の
五
小
中
学
校
長
、
児
童
を
お
招

き
し
、
桜
の
女
王
（
ミ
ス
さ
く
ら
）
が
華
を

添
え
ま
し
た
。

　
当
資
料
館
は
、
羽
地
の
風
土
特
性
を
踏

ま
え
た
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」（
も
っ
・
か
・

ど
・
こ
ん
・
す
い
）を
展
示
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
木
は
ヤ
ン
バ
ル
の
自
然
」「
火
は
羽
地

の
歴
史
」「
土
は
羽
地
の
生
活
・
文
化
」「
金

は
羽
地
ダ
ム
の
技
術
」「
水
は
沖
縄
の
水

文
化
」
と
と
ら
え
て
ビ
デ
オ
映
写
、
ジ
オ

ラ
マ
、模
型
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
等
で
紹
介
し
、

そ
れ
ら
の
展
示
内
容
に
関
わ
る
関
連
図

書
が
閲
覧
で
き
る
総
合
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
火
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
羽
地
大
川
の

治
水
の
始
ま
り
で
あ
る
一
七
三
五
年
、
琉

球
王
朝
時
代
の
三
司
官
で
あ
っ
た
蔡
温
が
、

改
修
工
事
の
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
延
べ
十

万
人
を
動
員
し
て
わ
ず
か
三
ヶ
月
間
の

短
期
間
で
完
成
さ
せ
た
有
名
な
話
を
紹

介
す
る
な
ど
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統

等
の
風
土
資
産
を
発
掘
し
、
積
極
的
に
紹

介
し
て
、
地
域
の
情
報
発
信
拠
点
と
成
り

得
る
よ
う
地
元
関
係
者
の
協
力
を
得
て

整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
三

日
〜
五
日
に
は
梅
雨
入
り
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
北
部
地
域
は
も
と
よ
り
中
南
部

か
ら
も
連
日
多
く
の
方
が
訪
れ
、
約
千
三

百
人
の
入
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
三
日
間
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
「
ダ
ム
の
こ
と
や
自
然
の
こ
と
が

わ
か
り
や
す
く
子
供
達
の
学
習
等
に
役

立
つ
」「
小
さ
い
子
や
お
年
寄
り
に
も
利

用
し
や
す
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
当
資
料
館
は
、
月
曜
日
の
休
館

日
を
除
き
、
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

ご
利
用
で
き
、
入
館
料
は
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
羽
地
ダ
ム
資
料
館
」
開
館 

羽
地
ダ
ム
資
料
館
の
特
徴

詳
し
く
は
北
部
ダ
ム
事
務
所
ま
で

　
日
本
と
ド
イ
ツ
の
観
光
当
局
は
、

平
成
八
年
以
降
定
期
的
に
「
日
独
観

光
交
流
促
進
協
議
」
を
開
催
し
て
き

て
お
り
、
今
回
は
、
平
成
十
六
年
五

月
十
六
日
（
日
）
及
び
十
七
日
（
月
）

に
宮
古
郡
上
野
村
通
称
「
ド
イ
ツ
文

化
村
」
で
第
四
回
協
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

�

日
本
側
は
岩
村
国
土
交
通
審
議
官
が
、

ド
イ
ツ
側
は
シ
ュ
タ
ッ
フ
ェ
ル
ト
連

邦
経
済
労
働
省
政
務
次
官
が
そ
れ
ぞ

れ
出
席
し
ま
し
た
。
日
本
側
か
ら
は
「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
か
ら
ド
イ
ツ
を
重
点
市
場
と
し

て
位
置
づ
け
た
こ
と
を
、
ド
イ
ツ
側

か
ら
は
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年

２
０
０
５
／
２
０
０
６
」
を
開
催
し
、

各
種
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
通
じ
て

特
に
若
い
世
代
に
照
準
を
あ
て
て
現

代
ド
イ
ツ
へ
の
関
心
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
紹
介
す
る
な
ど
、
日
独
両
国

間
の
観
光
交
流
促
進
の
た
め
の
課
題

に
つ
い
て
、
幅
広
く
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
協
議
の
後
は
、
地
元
主
催

の
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
日
独
の
関

係
者
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
新
た

な
る
国
際
交
流
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
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　平成13年9月にアメリカ合衆国において

発生したテロリストによる攻撃等を契機と

して、平成14年12月にIMO（国際海事機関）に

おいて、SOLAS条約（海上人命安全条約）の改

正が採択され、世界各国が協調して港湾の

保安対策を講ずることとなり、条約発効の

本年7月1日に向けて、我が国においては、「国

際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保

等に関する法律」が本年4月14日に公布、7月

1日から施行され国際航海船舶が接岸する

埠頭での保安（テロ）対策強化の実施が図ら

れました。

　なお、保安対策を義務づける国際埠頭施

設は、次のとおりです。

　上記に該当する施設管理者は、警備監視

等の手順書を策定し、フェンスや照明等の

ハード整備を行い、さらに埠頭保安管理者

の選任等の措置を講じて、これらを取りま

とめた保安規程を作成し、国土交通大臣（一

部権限委任により沖縄総合事務局長）へ申

請し承認を受ける必要があります。

　県内においては、沖縄県、那覇港管理組合

（3施設）、平良市（2施設）、石垣市、沖縄電力（株）

（2施設）、電源開発（株）、南西石油（株）、沖縄

石油（株）の8者（12施設）から申請されたす

べての保安規程に対し、承認書が交付され

ました。

　また、国際航海船舶が接岸した前面海域

においても、当該船舶や埠頭施設への危害

行為の防止のため、船から約30ｍ程度の海

域に正当な理由がなければ立ち入ることが

できない制限区域が港湾区域を管理する港

湾管理者により設定され、陸側と海側から

の保安（テロ）対策の強化が図られ実施され

ております。

　平成16年5月20日から21日にかけて、

複雑・多様な都市交通計画上の課題に対

応するため、都市交通計画の技術の研鑚

と情報交換を目的とした「第33回都市交

通計画全国会議」が、那覇市の「沖縄県女

性総合センター」において開催されまし

た。

　会議では、まず基調講演として、帝京

平成大学の芦沢教授より「軌道系公共交

通の意義と課題」と題し、千葉の都市モ

ノレールを代表とする軌道系交通の役

割と活用策等について興味深い話を伺い、

東京工業大学の屋井教授からは「交通需

要予測批判～その解消のために今なす

こと～」の演題で、将来交通量の予測が

問題視されるなか、その解消のため新た

な視点での予測と今後のあり方等につ

いて貴重な講演を頂きました。引続き、「都

市の公共交通を考える」及び「都市内道

路整備の進め方を考える」という２つの

テーマに沿った分科会方式で、全国の代

表的な６事例の取組みが発表されました。

さらに、沖縄県から「沖縄都市モノレール」

に関する報告が行われ、最後に、特別講

演として、エッセイストのゆたかはじめ

氏から「沖縄の暮らしを変える��ゆいレ

ール」の演題で、平成15年8月に開通した

沖縄都市モノレールを中心に、夢のある

まちづくりについて沖縄の歴史を交え

ながら講演を頂きました。

　また、翌日の21日には、沖縄都市モノ

レールを利用し、首里城公園や那覇新都

心地区土地区画整理事業、景観形成地区

である首里金城町と壷屋地区において

現地研修を行いました。

　当日は、台風2号が近づくというハプ

ニングに見舞われたものの、全国各地か

ら都市交通計画担当者約400名が参加し、

全国都市の再生、まちづくりの進展へと

繋がる意義深い会議を開催することが

できました。

　経済産業部では、本部町及び新エネル

ギー財団との共催で、去る6月2日（水）、

本部町立本部小学校において、4 年生、

5年生を対象に「本部町新エネルギー教室」

を開催しました。

　同教室は次世代を担う小学生が、「太

陽光発電」、「風力発電」等新エネルギー

や地球温暖化問題について理解を深める

ことを目的に、㈰「新エネルギー勉強会」、

㈪「エネラ君（新エネキャラクター）の

新エネこどもニュース」のビデオ鑑賞会、

㈫ソーラーカー模型工作教室によるカリ

キュラムで実施しました。

　特に、「しょういち君とエネルギー博士」

に扮した漫才師2人の掛け合いの中で、「新

エネルギーにはどんなものがあるか？」、

「100 年後の地球の平均気温は何度上昇

するといわれていますか？」などクイズ

形式の質問に対して、児童から「ハ～イ・

ハ～イ」と勢いよく手が挙がり、活気の

ある雰囲気のなかで教室は進んでいきま

した。「新エネルギー導入はすぐに取り

組めなくても、コンセントを抜くことは

誰でも今すぐできることですので、身近

に実践できることから実行しましょう。」

と話す博士に皆大きくうなずいていまし

た。

　児童たちは、「ソーラーカーの走行も

大成功。」「しょういち君と博士のお笑い

は楽しかったば～よ。」と感想を述べる

など楽しみながらエネルギーの知識を身

につけました。

開 発 建 設 部 開 発 建 設 部 経 済 産 業 部

…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

　去る 5月 27 日、「平成 16 年度食料品

消費モニター研修会」が当局大会議室で

開催されました。

　食料品消費モニター制度は、昭和 43

年に消費者の利益を守るために制定され

た「消費者保護基本法」の主旨に沿って

昭和 45年度に設けられました。この制

度は、食料品の規格、表示及び価格の動

向や消費者の意向の把握など食料品の消

費に関する調査を実施し、その結果を行

政に反映させるとともに、商品特性や流

通機構、価格問題といった消費生活に関

する正しい知識を広く消費者に普及させ

ることを目的としています。

　当日は、銘苅農林水産部総務調整官か

ら 20名のモニターの皆さんに依頼状の

交付がなされた後、モニターとしての基

本的な知識を習得するための研修会が開

催されました。

　研修会では、当局から「食料品消費モ

ニターの役割と任務」、農林水産省の古

川課長補佐から「農林水産省における消

費者行政」を、また、独立行政法人農林

水産消費技術センター門司センターの荒

尾消費者相談係長から「JAS法に基づく

食品の表示」の説明がありました。

　また、意見交換会では、食品の期限表

示やBSE、鳥インフルエンザ対策に関す

る質問や意見が多く出され、食料品の安

全性や品質表示に対する関心の高さが窺

われました。

　去る 6月 1日、財務省主税局企画官

の西田安範氏を講師に迎え、財務部主

催により「平成16年度税制改正につい

て」と題した税制講演会を平良市内の

ホテルで開催しました｡

　西田氏は、我が国の税制の現状を先

進諸国と比較しながら説明した後、住

宅ローン減税の延長、エンゼル税制の

拡充、年金課税の適正化など、配付し

た資料を用いながら平成16年度税制改

正項目ごとの概要について説明されま

した。

　講演会には市町村税務担当課のほか、

商工会議所、婦人団体、金融機関、一

般企業等から90名余が出席しましたが、

聴講した方々からの講演後のアンケー

トでは、「大変勉強になった。税金は

適切な使い方をしてもらえば、多少引

き上げられても、改正があってよいと

思う。」、「このような講演会を多くす

ることで税を知り、納得して税を納め

ることができる。」といった意見のほか、

「宮古地区での開催は有意義、今後も

機会を設けてほしい。」といった意見

も寄せられ、税に対する関心の高さが

窺われました。

農 林 水 産 部 財 　 務 　 部 総 　 務 　 部

平成16年度食料品消費

モニター研修会を開催

国際港湾施設における保安

（テロ）対策の強化について

漫才師と一緒に楽しく学びました

「本部町新エネルギー教室」
「第33回都市交通計

画全国会議」を開催

　公正取引委員会では、競争政策への

理解の促進と地域の経済社会の実状に

即した政策運営に資するため、平成

11 年度から、独占禁止政策協力委員

制度を設置しており、独占禁止法等の

運用や競争政策の運営等に係る意見・

要望の聴取等を目的として、全国の主

要都市において、公正取引委員会委員

長又は委員と独占禁止政策協力委員に

よる会議を開催してきています。

　平成 16 年度は、独占禁止法改正問

題等をはじめとして、最近における競

争政策の課題等について意見交換を行

うため、那覇市を含む全国９都市にお

いて開催されました。那覇市での開催

は、今回で5回目で、公正取引委員会

からは山田昭雄委員が出席し、6月 18

日に開催されました。

　また、山田委員は、同日、琉球大学

において「競争政策の今日的課題」と

題して講演を行いました。

　講演会には、琉球大学の法文学部の

学生や教官など約150名が出席しまし

た。

独占禁止政策協力委員会議の開

催及び講演会の開催について

 

税制講演会の開催

1．国際航海船舶である旅客船の利用に供

する回数が年間1回以上であること。

2．1．以外の国際航海船舶の利用に供する

回数が年間12回以上であること。

コンテンナターミナルの保安対策のイメージ

監視カメラ

照明

照明

フェンス

ヤード内
監視カメラ

ゲート

出入管理装置

制限水域



内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖
縄
政
策
担
当
）
付

企
画
担
当
参
事
官
室

山口県出身　48歳

　前川泰一郎前農林水産部長

の転任に伴い、平成 16 年 7

月 2日付けで農林水産部長に

秋本佳則氏が就任した。

　昭和 55 年京都大学法学部

卒業、同年農林水産省入省、平成 7年林野庁名古屋営

林支局総務部長、平成 9年建設省河川局水政課河川利

用調整官、平成11年農林水産省経済局統計情報部企画

調整課地域・環境情報室長、平成12年農林水産省大臣

官房参事官（併）林野庁、平成13年農林水産省農村振

興局整備部防災課長、平成15年農林水産省関東農政局

企画調整部長、同年関東農政局消費・安全部長を歴任

後現在に至る。

沖縄総合事務局農林水産部長に

が就任

秋�本　佳�則�氏
あき　�もと　　　よし　�のり

長崎県出身　51歳

　山口　修前沖縄総合事務局

次長の転任に伴い、平成 16

年 7月 1日付けで沖縄総合事

務局次長に渡口　潔氏が就任

した。

� 昭和50年東京大学工学部卒業。同年建設省入省、平

成 3 年建設省中部地方建設局愛知国道工事事務所長、

平成 5年建設省中部地方建設局企画部企画調査官、平

成6年建設省都市局都市総務課建設専門官、平成7年通

商産業省環境立地局立地政策課地域振興室長、平成 9

年建設省大臣官房政策企画官、平成11年鳥取県土木部

長、平成13年国土交通省中国地方整備局道路部長、平

成14年国土交通省国土計画局調整課長を歴任後現在に

沖縄総合事務局次長に

が就任

渡�口　潔�氏
わたり��ぐち�　������きよし 一

　
平
成
十
六
年
度
新
規
事
業

（一）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
推
進
事
業

　
近
年
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
旅
行
参
加
が
増
大

し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け

る
受
入
体
制
は
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
に

も
沖
縄
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
受

入
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を

通
し
て
検
討
し
ま
す
。
旅
行
者
に
優
し
い
沖
縄
観

光
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（二）

沖
縄
離
島
地
域
観
光
活
性
化
推
進
事
業

　
離
島
を
舞
台
に

し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
影
響
等
に
よ
り
、

宮
古
、
八
重
山
、

久
米
島
な
ど
の
離

島
へ
の
観
光
客
の

増
加
が
顕
著
と
な

っ
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
離
島
ブ
ー
ム

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ブ
ー
ム
を
一

過
性
の
も
の
と
す

る
の
で
は
な
く
、

離
島
の
魅
力
を
更

に
高
め
、
持
続
的
な
離
島
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
宮
古
、
八
重
山
、
久
米
島
の

各
地
域
に
お
い
て
、
地
元
と
観
光
関
連
業
者
等
と

の
協
同
に
よ
り
、
地
元
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い

「
通
年
型
・
体
験
・
滞
在
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

開
発
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
た
め
の
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

（三）

沖
縄
空
手
交
流
推
進
事
業

　
沖
縄
を
発
祥
の
地
と
す
る
空
手
の
愛
好
者
は
、

世
界
で
四
〜
五
千
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も
大
き
な
可
能
性
を
有

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
沖
縄
空
手
を
通
じ
た
国
内
外

の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
空
手
の

発
展
を
期
す
と
と
も
に
、
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

沖
縄
空
手
の
実
態
や
動
向
の
把
握
、
受
入
体
制
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
空
手
関
係
者
の

交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
　
継
続
事
業

（一）

観
光
産
業
人
材
育
成
事
業

　
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
た

め
に
は
、
観
光
に
従
事
す
る
人
材
の
質
的
な
向
上

が
、
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
宿
泊
、
観
光
関
連
施
設
等
、

観
光
産
業
に
従
事
す
る
各
部
門
の
方
々
を
対
象
に

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
観
光
産
業
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
観
光
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
観
光
人
材
資
格
認
定
・
登
録
制
度
な
ど
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
、
観
光
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
人
材
の
育
成
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（二）

沖
縄
観
光
共
通

　
　
�
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築
事
業

　
観
光
客
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
質
の

高
い
沖
縄
観
光
の
情
報
を
国
内
外
に
発
信
し
、
沖

縄
の
魅
力
を
P
R
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
言

語
対
応
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
築
し
、
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
沖

縄
観
光
情
報
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、
利
用
者
が

効
率
的
に
最
新
の
観
光
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

（三）

世
界
遺
産
周
辺
整
備
事
業

　
こ
の
事
業
で
は
、
平
成
十
二
年
に
指
定
さ
れ
た

首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
遺
産
を
活
用
し
、

観
光
客
に
魅
力
的
な
沖
縄
の
歴
史
、
文
化
空
間
を

提
供
す
る
た
め
に
、
当
時
の
雰
囲
気
を
偲
べ
る
よ

う
な
石
畳
道
や
石
碑
の
復
元
、
休
憩
施
設
な
ど
を

整
備
し
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

（四）

観
光
振
興
地
域
等
整
備
事
業

　
最
近
の
観
光
客
の
傾
向
と
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

化
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
の
増
加
、
ま
た
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
等
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
の
事
業
で
は
、
観
光
案
内
標
識
の
設

置
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
周
辺
で
の
シ
ャ
ワ
ー
・

ト
イ
レ
等
の
設
置
、
観
光
拠
点
に
お
け
る
休
憩
施

設
の
設
置
な
ど
、
観
光
客
の
利
便
性
・
快
適
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
き
め
細
や
か
な
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（五）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　
近
年
、
自
然
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
自
然
環
境
の
保
全
と
持
続
的
な

観
光
振
興
の
両
立
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
重
点
地
区

で
あ
る
西
表
島
、
や
ん
ば
る
地
域
、
慶
良
間
諸
島

に
お
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
行
う
事
業
者
に
よ
る

自
然
環
境
を
守
る
ル
ー
ル
で
あ
る
保
全
利
用
協
定

の
自
主
的
な
締
結
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
全
県
的
機
関
の

設
立
、
ガ
イ
ド
認
定
制
度
の
構
築
に
向
け
た
検
討

な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
平
成
十
六
年
五
月
、
西
表
島
の
仲
間
川
地
区
に

お
け
る
保
全
利
用
協
定
が
初
め
て
認
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

沖
縄
観
光
は
、
昨
年
の
入
域
観
光
客
数
が
五
百
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
の
五
百
八
万
人
を
記

録
し
ま
し
た
。
現
在
も
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
観
光
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
や
質
の
高
い
受
入
体
制
の
確
立
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
う
し
た
観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

伊江島：
ダイビングスポット
エントランスの整備

カヌーによるエコツーリズム

県内で開発された水陸両用車椅子の使用例

●応募作品サイズは、キャビネ版カラープリント又は

白黒プリントに限ります。デジタルカメラは不可。

●応募資格は沖縄県内に在住する人を対象とします。

●1年以内に撮影した未発表の作品とします。

●応募枚数は1人3点迄とします。

●入賞作品の著作権は主催者に帰属し、広報用（カレンダー

等に活用させていただきます。）

●応募作品は返却致しませんのでご了承下さい。

●入賞作品については原版（ネガorポジ）の提出をしていた

だきます。




